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今
回
の
補
正
予
算
に
含

ま
れ
る
工
事
費
は
１
億
１
，

７
０
０
万
円
だ
が
、
市
は

原
郷
上
野
台
線
の
総
事
業

費
を
62
億
円（
１
年
前
は

58
億
円
）と
発
表
し
て
い

る
。
更
に
Ｊ
Ｒ
本
体
工
事

終
了
後
に
、
62
億
円
に
含

ま
れ
て
い
な
い
追
加
工
事

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
先

日
の
よ
う
な
雹ひ

ょ
う

を
伴
う
ゲ

リ
ラ
豪
雨
で
は
、
道
路
側

溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
目

詰
ま
り
を
起
こ
し
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
は
一
瞬
で
水
没

す
る
。
国
土
交
通
省
は
、

道
路
冠
水
注
意
箇
所
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
、
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
の
事
故
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
危
険
な

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
税
金
を

投
入
す
る
な
ら
、
道
路
の

冠
水
対
策
に
予
算
を
使
う

べ
き
で
あ
り
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

村
川
徳
浩

　

原
郷
上
野
台
線
整
備
事

業
１
億
１
，
７
０
０
万
円

の
雨
水
管
切
り
回
し
の
工

法
変
更
に
よ
る
工
事
費
で

令
和
６
年
ま
で
３
年
か
け

て
合
計
で
３
億
９
千
万
円

か
か
り
、
工
事
全
体
の
総

工
費
は
62
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
そ
の
他
に
線
路

付
近
の
汚
水
管
切
り
回
し

工
事
を
含
め
る
と
、
さ
ら

に
工
事
費
増
が
見
込
ま
れ

る
。
人
口
減
少
が
予
想
さ

れ
る
中
、
こ
の
道
路
が
完

成
し
て
も
交
通
量
が
増
え

る
可
能
性
は
少
な
く
、
ま

た
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
内
に
設

置
さ
れ
る
排
水
ポ
ン
プ
３

台
の
維
持
管
理
費
は
、
将

来
に
わ
た
り
財
政
負
担
に

な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

本
議
案
に
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

馬
場　

茂

め
に
は
、
専
門
の
資
格
が

必
要
な
の
か
。

A
救
急
救
命
士
や
救
急

隊
員
の
資
格
が
あ
れ

ば
操
作
で
き
る
。

商
工
業
活
性
化
支
援
事
業

Q
今
回
の
補
正
額
分
で

事
業
継
続
力
強
化
計

画
の
策
定
支
援
と
し
て
70

社
に
補
助
す
る
と
の
事
だ

が
、
申
請
の
期
限
は
あ
る

の
か
。

A
８
月
の
広
報
に
掲
載

し
、
２
月
末
ま
で
の

期
間
を
考
え
て
い
る
。

地
域
通
貨
導
入
事
業

Q
３
回
の
予
定
で
８
月

は
20
％
。
秋
と
年
末

は
各
10
％
で
、
６
千
万
円

と
２
千
万
円
が
２
回
と
の

こ
と
だ
が
、
先
着
順
な
の

か
。
利
用
の
上
限
は
あ
る

の
か
。

A
利
用
に
対
し
先
着
順

と
な
る
。
１
人
当
た

り
の
上
限
額
は
、
全
体
で

５
万
円
と
考
え
て
い
る
。

Q
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
店

舗
に
対
し
て
、
ネ
ギ

ー
の
利
用
を
促
す
の
か
。

A
ネ
ギ
ー
利
用
に
関
し

た
話
し
合
い
を
し
た

い
。

原
郷
上
野
台
線
整
備
事
業

Q
当
初
、
汚
水
管
・
雨

水
管
を
一
緒
に
工
事

す
る
予
定
だ
っ
た
が
別
々

の
工
事
と
な
っ
た
。
変
更

点
は
。

A
掘
削
す
る
際
に
土
砂

が
崩
れ
な
い
よ
う
補

強
す
る
工
法
を
追
加
し
た
。

Q
雨
水
管
は
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
降
雹ひ

ょ
う

等
想

定
し
た
排
水
能
力
な
の
か
。

A
基
準
に
従
い
設
計
し

て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
豪

雨
等
見
込
ん
だ
容
量
・
流

量
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
支
給
事
業
、
地
域
通

貨
導
入
事
業
の
補
正
な
ど
、
合
わ
せ
て
13
億
３
４
８
万
７

千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

補正
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業Q

埼
玉
県
の
消
費
者
行

政
活
性
化
補
助
金
と

は
。A

消
費
生
活
防
止
事
業

の
推
進
事
業
で
あ
る
。

詐
欺
被
害
防
止
付
の
電
話

に
対
す
る
、
２
分
の
１
の

補
助
で
あ
る
。

Q
高
齢
者
世
帯
の
特
殊

詐
欺
の
防
止
で
あ
る

留
守
番
電
話
の
無
償
貸
与

の
進
捗
状
況
は
。

A
現
在
、
貸
与
に
向
け

た
要
綱
整
備
や
入
札

準
備
、
関
係
機
関
と
調
整

し
て
お
り
、
早
め
に
設
置

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
整
備

管
理
事
務
費

Q
市
内
公
共
施
設
を
中

心
と
し
た
巡
回
は
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
限
定
な

の
か
。
そ
れ
と
も
健
康
保

険
証
・
銀
行
口
座
と
の
関

連
づ
け
も
同
時
に
で
き
る

の
か
。

A
申
請
会
場
で
申
請
書

等
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
。
本
人
確
認
等
は
そ
の

場
で
行
い
、
出
来
上
が
っ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
郵
送
す
る
。
保
険
証
や

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
へ
の
ひ

も
づ
け
に
つ
い
て
は
未
定

で
あ
る
。

救
急
活
動
推
進
事
業

Q
自
動
式
心
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
は
、
市
内
全
て

の
救
急
車
に
設
置
す
る
の

か
。A

深
谷
市
消
防
本
部
に

は
8
台
の
救
急
車
が

あ
り
、
全
て
の
救
急
車
に

積
載
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
自
動
式
心
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
を
操
作
す
る
た

Q
市
税
条
例
の
改
正
で

何
が
変
わ
る
の
か
。

A
地
方
税
法
等
の
改
正

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
延
長
の
ほ
か
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
が
登

記
所
に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
被
害

者
支
援
措
置
の
申
出
を
行

っ
た
か
た
の
住
所
で
あ
る

と
き
は
、
総
務
省
令
で
定

め
る
事
項
を
記
載
し
た
も

の
の
閲
覧
や
証
明
書
の
交

付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
が
規
定
さ
れ
た
た
め
、

条
例
の
改
正
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
閲
覧
等
に

つ
い
て
こ
の
支
援
措
置
を

行
う
。

Q
公
的
年
金
等
受
給
者

の
扶
養
親
族
等
申
告

書
の
中
に
、
特
定
配
偶
者

の
氏
名
を
入
れ
た
理
由
は

何
か
。

A
所
得
税
で
は
、
分
離

課
税
の
退
職
手
当
も

Q
支
援
を
求
め
て
い
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
に

対
し
て
、
深
谷
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供

す
る
の
か
。

A
市
長
の
定
例
記
者

会
見
に
お
い
て
、
３

月
に
深
谷
市
と
し
て
避
難

民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の

表
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

市
長
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
を
訪
問
し
、
そ
の
旨
を

発
信
し
た
。
従
っ
て
、
避

難
や
支
援
が
必
要
な
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
方
に
対
す
る
周

知
は
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

他
は
、
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
場
合
に
電
話
対
応
で

深
谷
市
の
情
報
の
そ
の
時

々
を
発
信
し
て
い
く
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
長
の
４
月
の
定
例

記
者
会
見
に
お
い
て
２
名

の
受
け
入
れ
を
発
表
。
５

月
の
定
例
記
者
会
見
に
お

合
計
所
得
金
額
に
含
め
る

が
、
住
民
税
で
は
、
含
め

な
い
と
の
違
い
が
あ
る
た

め
に
、
特
定
配
偶
者
の
氏

名
を
申
告
書
に
記
載
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
が
住
民

税
の
控
除
に
必
要
な
情
報

を
把
握
で
き
る
の
で
、
他

の
収
入
や
控
除
が
な
い
場

合
は
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
な
く
な
る
。

い
て
も
２
名
の
受
け
入
れ

の
発
表
を
行
っ
た
。

Q
災
害
対
応
特
殊
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
１
台
６
，
４
５
７
万

円
で
取
得
し
上
柴
分
署
に

配
備
す
る
と
い
う
事
だ
が
、

今
現
在
配
備
さ
れ
て
い
る

上
柴
１
号
の
更
新
な
の
か
。

A
上
柴
１
号
は
運
用
開

始
か
ら
18
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
く
、
不

測
の
故
障
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、
ま
た
、
災
害
対

応
力
の
強
化
、
消
防
力
の

充
実
を
図
る
た
め
更
新
す

る
。Q

国
の
補
助
金
は
受
け

ら
れ
る
の
か
。

A
総
務
省
消
防
庁
か
ら

緊
急
消
防
援
助
隊
設

備
整
備
費
補
助
金
１
，
６

４
４
万
２
千
円
の
交
付
決

定
を
受
け
て
い
る
。

Q
予
定
価
格
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
高
騰
分
を
加

味
し
た
も
の
な
の
か
。

A
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ

禍
の
物
価
状
況
や
装

備
品
な
ど
の
実
勢
価
格
や

平
成
30
年
に
同
様
の
車
両

を
導
入
し
た
額
を
参
考
に

し
て
設
定
し
た
。

Q
国
の
補
助
基
準
額
が

示
さ
れ
お
り
、
１
Ａ

だ
と
２
，
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
な

の
か
。

A
車
両
は
１
Ｂ
に
該
当

し
、
各
装
備
等
を
含

む
基
準
額
３
，
２
８
８
万

５
千
円
の
２
分
の
１
の
補

助
額
と
な
っ
て
い
る
。

深
谷
消
防
署
上
柴
分
署
へ
配
備
す
る
災
害
対
応
特
殊
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
６
，
４
５
７
万
円
で
取
得
す
る

も
の
で
す
。

個
人
の
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
延
長

を
行
う
等
す
る
改
正
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
の
受
け
入
れ
に
際
し
て

市
営
住
宅
の
改
修
や
生
活
支
援
金
等
を
支
給
す
る
た
め
の

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得

深
谷
市
税
条
例

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援

取得

改正

補正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

討　

論

反対
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市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
深
谷
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
４
年
深
谷
市
議
会
第

２
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
の
要

職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
ま
た
、
6
月
の
降
雹ひ

ょ
う

と
大
雨
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
な
ど
、
市
民
の
皆

様
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
な
ど
、
先
行

き
の
不
透
明
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
が
安
全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
市
当
局
と
の
連
携
の
も
と
取

り
組
み
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
や「
み

ん
な
が
う
れ
し
い　
ふ
か
や
」を
目
指
し
、

誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
市
議
会
に
対
す
る
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
事
案
件

■
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
委　
　
　
員　
石
川　
　
克
正

常
任
委
員
会

■
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
　
委　
員　
長　
今
井　
慶
一
郎

　
　
　
　
副 

委 

員 

長　
佐
久
間　
奈
々

■
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
委　
員　
長　
武
井　
　
伸
一

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
出

■
埼
玉
県
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議

会
議
員

小
嶋　
　
　
隆

岩
手
県
田
野
畑
村
議
会
の
皆
様
か
ら

降
雹ひ

ょ
う

被
害
の
お
見
舞
い
金
を
頂
き
ま

し
た

議会のうごき議会のうごき

行 事 内 容 行 事 内 容

  2（木） 議会開会、議案説明
  7（火） 議案質疑
  9（木） 福祉文教委員会
10（金） 産業建設委員会
13（月） 総務委員会
16（木） 一般質問
17（金） 一般質問
20（月）  一般質問、議会運営委員会
22（水） 議会閉会
 議員全員協議会
 ・令和4年度深谷市総合防災訓練の実施
 ・幼稚園児童館複合施設の建設

26（火） 議員全員協議会
 ・第2次深谷市公共施設適正配置計画の策定
 ・ウクライナ避難民に関する報告
 ・新型コロナウイルスワクチン接種
 ・アグリテックビジネスコンテスト最優秀賞

受賞企業への出資等
 ・深谷市立幼稚園再編方針

4月 6月

行 事 内 容

26（木） 議会運営委員会
 議員全員協議会
 ・Web版深谷市ハザードマップ及び避難所

混雑情報サイトの公開
 ・新型コロナウイルスワクチン接種
 ・令和5年以降の成人式の名称変更
 ・原郷上野台線アンダーパス雨水管切り回し

工事
 ・深谷市立幼稚園再編計画

5月

正副議長就任あいさつ・採決表

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

６
月
２
日
議
会
初
日
、
投
票
に

よ
り
議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

会　派　名 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 日本共産党 無会派

審
議
結
果

議  員  名

議  案  

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

専決処分の承認を求めることについて
（深谷市税条例及び深谷市都市計画税条例の一部を改正する条例）

議
　
長
（
※
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決処分の承認を求めることについて
（令和4年度深谷市一般会計補正予算（専決第1号））
（ウクライナ避難民支援事業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

深谷市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産の取得について
（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の変更契約の締結について
（ふかや花園駅前土地区画整理事業造成工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の変更契約の締結について
（ふかや花園駅前土地区画整理事業道路改良工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度深谷市一般会計補正予算（第２号）
（子育て世帯生活支援特別給付金支給事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度深谷市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

6月定例会　議案に対する各議員の賛否 【 〇：賛成、×：反対 】

永
年
勤
続
議
員
表
彰

　
全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に
埼
玉
県

市
議
会
議
長
会
か
ら
、
勤
続
15
年
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

石
川　
　
克
正　
議
員

馬
場　
　
　
茂　
議
員

清
水　
　
健
一　
議
員

富
田　
　
　
勝　
議
員

副議長
湯本　哲昭

議長
小嶋　　隆田野畑村議会 鈴木議長（左）から小嶋議長（右）へ

人事・表彰・議会のうごき



Q

Q Q

A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

67

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

市政への一般質問 市政への一般質問

Q

生
産
年
齢
人
口
も
減
少
し
て
い
く
が
、

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
事
業
者
を
、
ど

の
様
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

A

市
内
中
小
事
業
者
の
業
務
の
効
率
化
・

生
産
性
向
上
に
地
域
通
貨
を
利
用
し
た
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
や
労
働
力
確

保
の
た
め
企
業
合
同
説
明
会
な
ど
を
継
続

的
に
行
い
支
援
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻
だ
が
、
対

策
に
つ
い
て
伺
う

Q

子
ど
も
の
７
人
か
ら
８
人
に
１
人
が

貧
困
状
態
で
、
そ
の
半
数
が
ひ
と
り
親
家

庭
と
な
っ
て
い
る
。
離
婚
後
に
養
育
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
家
庭
は
僅
か
24
・
３
％

し
か
な
い
実
態
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
特

に
女
性
の
貧
困
に
繋
が
っ
て
い
る
。
子
ど

も
養
育
専
門
相
談
体
制
が
必
要
で
は
な
い

か
。

A

現
在
行
っ
て
い
る
弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
の
中
で
、
養
育
費
を
含
め
た
離
婚

に
関
す
る
時
間
枠
を
設
け
ら
れ
な
い
か
庁

内
で
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、
厚
生
労
働

省
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
養
育
費
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
相
談
会
実
施
に

つ
い
て
は
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q

養
育
費
を
取
り
決
め
す
る
た
め
の
、

裁
判
所
に
よ
る
調
停
や
公
正
証
書
作
成
費
、

民
間
会
社
と
の
保
証
契
約
に
つ
い
て
の
支

援
が
必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

A

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
生
活
を

支
え
る
上
で
養
育
費
の
履
行
を
確
保
す
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
公
正
証
書

作
成
や
調
停
で
の
取
り
決
め
、
民
間
会
社

と
の
養
育
費
保
証
契
約
に
お
け
る
保
証
料

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治

体
の
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

毎
年
５
０
０
人
程
度
減
少
し
、
１
４
２
，０
０
３
人
で
あ
る

市
の
人
口
は
、
ど
の
く
ら
い
減
少
し
て
い
る
の
か

Q

接
種
対
象
者
は
、
３
回
目
接
種
完
了

し
た
60
歳
以
上
及
び
18
歳
か
ら
59
歳
以
下

の
基
礎
疾
患
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方

で
あ
る
が
、
医
療
従
事
者
等
の
優
先
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
４
回
目
接
種

の
想
定
人
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A

国
よ
り
接
種
対
象
者
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
接
種
の
目
的
が
集
団
免
疫
の
獲
得

か
ら
個
人
の
重
症
化
予
防
対
策
へ
方
針
が

移
行
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
医
療

従
事
者
等
の
優
先
的
な
対
応
は
な
い
。
想

定
人
数
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以
上
の
３
回

目
接
種
者
の
90
％
３
８
，
７
０
０
人
、
18

歳
か
ら
59
歳
の
50
％
１
２
，
０
０
０
人
の

合
計
５
０
，
７
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
市
主
催
の
事
業
の
復
活
は

Q

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
状
況
に
よ
り
様
々

な
規
制
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
恒
例

の「
七
夕
ま
つ
り
」「
深
谷
ま
つ
り
」「
深
谷

市
産
業
祭
」の
再
開
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

A

感
染
状
況
を
注
意
し
な
が
ら
、
感
染

対
策（
規
模
縮
小
を
含
む
。）を
実
施
し
つ

つ
、
い
ず
れ
の
祭
り
も
再
開
に
向
け
て
準

備
し
て
い
く
。

●
深
谷
城
大
手
口
跡
に
あ
る「
笛
を

吹
く
武
者
像
」に
つ
い
て

Q

深
谷
城
主「
松
平
忠
輝
」（
家
康
６
男
）

で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
が
。

A

こ
の
像
は
、
平
成
７
年
、
旧
深
谷
市

制
40
周
年
記
念
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
特

定
の
人
物
が
モ
デ
ル
で
は
な
い
が
、
笛
を

手
に
す
る
姿
が
深
谷
の
歴
史
、
文
化
・
芸

術
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
化
を
解
消
す
る
た
め
出
産
の
支
援
を
拡
充
し
て
は

想
定
接
種
希
望
者
数
を
も
と
に
体
制
を
構
築
し
６
月
よ
り
開
始

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
４
回
目
接
種
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧
〇加藤　利江…………………… P6
　・少子化を解消する為には
　・深谷市立幼稚園再編計画
　・児童館
　・防災倉庫
　・林間学校
〇清水　健一…………………… P7
　・人口減少の克服と地域経済の活性化
　・子ども支援
〇柴崎　重雄…………………… P7
　・新型コロナウイルスワクチン接種
　・今後の各イベント
　・笛を吹く武者
〇中矢　寿子…………………… P8
　・深谷市住宅用省エネ設備設置費

補助金
　・母子手帳
　・学校給食
〇五間　くみ子………………… P8
　・予算審議をより深めるための方策
　・フッ化物洗口　　　　
〇田口　英夫…………………… P9
　・生涯学習の推進

〇鈴木　三男………………… P12
　・地球温暖化対策
　・帯状疱疹ワクチン接種
　・廃止された公共施設
　・消防施設
〇佐久間　奈々……………… P12
　・アウトレットの駐車場
　・終活支援
〇茂木　一郎………………… P13
　・障害者スポーツの振興
〇石川　克正………………… P13
　・デジタル田園都市国家構想
〇小林　真…………………… P14
　・花園ＩＣバス停の活用
　・学校と保護者とのコミュニケー

ション
〇今井　慶一郎……………… P14
　・公共のトイレ
　・産後パパ育休

〇永田　勝彦…………………… P9
　・深谷テラスパークの使用
　・明戸駅へのトイレ設置
　・明戸駅前の土地管理
　・深谷市の農業振興
〇福島　秀樹………………… P10
　・仙元山公園陸上競技場
　・パラアスリート・陸上競技選手

の練習場確保
　・防災対策
〇⻆田　義徳………………… P10
　・公共施設のユニバーサルデザイ

ン
　・子どもたちの食育
　・農業振興
〇三田部　恒明……………… P11
　・カーボンニュートラルの実現へ

の取組・加速化
　・ヤングケアラー支援の強化
〇村川　徳浩………………… P11
　・市役所の職員人事
　・花園ＩＣ拠点整備プロジェクト

（通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

柴
しば

崎
さき

重
しげ

雄
お

Q

少
子
化
の
主
要
因
で
あ
る
出
産
と
い

う
子
育
て
の
入
口
の
支
援
に
大
き
な
力
を

注
い
だ
方
が
良
い
と
思
う
が
。

A

市
独
自
の
取
組
に
よ
り
出
産
祝
金
と

し
て
ネ
ギ
ー
を
支
給
し
て
お
り
、
子
育
て

の
入
口
の
支
援
は
図
ら
れ
て
い
る
。

Q

出
産
祝
金
の
支
給
金
額
の
見
直
し
は
。

A

第
一
子
に
５
万
ネ
ギ
ー
を
支
給
し
て

い
る
理
由
は
、
第
一
子
の
出
産
時
に
経
済

的
に
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
第
一
子

に
重
き
を
置
い
て
支
給
し
て
い
る
。
支
給

額
に
つ
い
て
は
変
更
の
予
定
は
な
い
。

●
深
谷
市
立
幼
稚
園
再
編
計
画
に
つ

い
て

Q

新
設
幼
稚
園
は
ど
こ
に
出
来
る
の
か
。

A

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
旧
産
業
会

館
跡
地
、
旧
市
民
体
育
館
跡
地
な
ど
市
が

保
有
す
る
土
地
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

●
児
童
館
に
つ
い
て

Q

児
童
館
は
北
の
区
域
に
建
設
す
る
の

が
良
い
と
思
う
が
。

A

新
設
幼
稚
園
と
児
童
館
を
複
合
施
設

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

●
防
災
に
つ
い
て

Q

防
災
担
当
部
署
に
女
性
職
員
は
何
人

い
て
そ
の
割
合
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

A

防
災
係
は
４
名
で
、
現
在
女
性
は
い

な
い
が
、
課
と
し
て
は
女
性
職
員
が
２
名

お
り
、
割
合
は
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

●
林
間
学
校
に
つ
い
て

Q

林
間
学
校
を
実
施
す
る
の
に
あ
た
り

会
議
は
開
い
た
か
。

A

各
学
校
で
計
画
し
た
も
の
を
教
育
委

員
会
が
承
認
し
て
い
る
。

地
域
通
貨
の
支
給
な
ど
市
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

〈『
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
』の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

加
か

藤
とう

利
とし

江
え

※※ 詳詳細細はは 深深谷谷市市 子子育育てて世世帯帯支支援援金金」」でで検検索索深谷市 ０歳児子育て支援金

<<問問いい合合わわせせ>>
深深谷谷市市役役所所
ここどどもも青青少少年年課課
００４４８８－－５５７７４４－－６６６６４４６６
jjiiddoouu@@cciittyy..ffuukkaayyaa.. ssaaiittaammaa..jjpp

◆◆「「００歳歳児児子子育育てて支支援援金金支支給給申申請請書書」」にによよりり、、
ここどどもも青青少少年年課課へへ申申請請ししててくくだだささいい。。

◆◆ 申申請請期期限限……対対象象児児童童がが満満１１歳歳ににななるる前前日日ままでで

◆◆ ネネギギーーのの利利用用期期限限……１１年年間間

【【アアププリリタタイイププ】】
ススママーートトフフォォンンアアププリリ「「cchhiiiiccaa」」ををダダウウンンロローードドしし、、アアカカウウンントト登登録録
後後、、会会員員ココーードド宛宛ててににネネギギーーがが支支給給さされれまますす。。
【【カカーードドタタイイﾌﾌﾟ゚】】
後後日日郵郵送送さされれるる「「nneeggii」」専専用用カカーードド、、ままたたははおお持持ちちのの「「nneeggii」」
専専用用カカーードドににネネギギーーがが支支給給さされれまますす。。
※※どどちちららもも申申請請がが必必要要でですす

出産後間もない児童を抱える子育て世帯を支援するため、子育て世帯の経済的な負担を軽減するとともに、地域通貨の流通により

地域経済の活性化を図ることを目的に、子育て世帯に子育て世帯支援金として地域通貨ネギー（negi）を支給します。

※ 深谷市内のネギー取扱店で「１negi=１円」として利用することができます。

※ 第何子の数え方については、申請日において１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までにある児童から数えます。

※ 支給は対象児童お一人につき１回限りです。

※ この事業は、埼玉県の補助金を活用しています。

アアププリリのの
ダダウウンンロローードドはは
ここちちらら

ネネギギーーがが
使使ええるるおお店店はは
ここちちらら

Android iPhone

（（※※ネネギギーー利利用用開開始始日日はは支支給給決決定定通通知知書書ででごご確確認認くくだだささいい。。））

次次ののどどちちららににもも該該当当すするるこことと
◆ 対対象象児児童童（（００歳歳児児））のの養養育育者者

（（同同居居ししてていいるる父父母母等等））
◆申申請請日日時時点点にに、、児児童童・・養養育育者者ととももにに

深深谷谷市市にに住住民民登登録録ががああるるこことと

◆第第１１子子にに５５万万nneeggii（（５５万万円円相相当当））
◆第第２２子子以以降降にに３３万万nneeggii（（３３万万円円相相当当））

カードタイプ アプリタイプ

支給対象者は？

支給額は？

申請方法は？

アプリかカードが選べます！

12345678

笛を吹く武者像



Q Q

Q Q

A A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

89

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

市政への一般質問 市政への一般質問

予
算
書
及
び
予
算
資
料
等
で
予
算
の
概
要
等
を
示
し
て
い
る

予
算
審
議
を
深
め
る
た
め
の
方
策
を
提
案
す
る
が

Q

予
算
書
の
６
款
農
林
水
産
業
費
か
ら

は
、
政
策
的
予
算
が
見
え
て
こ
な
い
が
。

A

農
業
振
興
策
は
、
農
林
水
産
業
費
の

み
な
ら
ず
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
事
業
が

相
互
に
連
動
し
、
施
策
を
構
成
し
て
い
る
。

予
算
書
と
予
算
資
料
を
併
せ
て
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
で
各
事
業
概
要
も
確
認
で
き
る
。

Q

今
回
の
農
林
水
産
業
費
は
、
主
に
施

設
の
大
規
模
改
修
や
解
体
費
用
で
あ
っ
た
。

当
初
の
設
置
目
的
を
終
え
た
施
設
は
、
公

共
施
設
の
適
正
配
置
を
所
管
す
る
部
署
で

解
体
費
を
予
算
化
す
る
方
が
よ
り
予
算
の

見
え
る
化
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

A

臨
時
的
な
経
費
が
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
、
増
減
の
説
明
を

表
記
す
る
な
ど
対
応
を
検
討
し
た
い
。

Q

今
年
度
は
、
新
規
事
業
や
事
業
拡
充

が
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
、
予
算
化

し
な
か
っ
た
事
業
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ

れ
は
把
握
で
き
な
い
。
予
算
編
成
過
程
の

公
表
で
見
え
る
化
は
図
れ
る
と
思
う
が
。

A

今
後
の
予
算
発
表
の
在
り
方
を
検
討

す
る
際
、
公
表
の
可
否
、
時
期
、
内
容
等

を
、
他
市
も
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

Q

県
で
は「
歯
科
口
腔
保
健
推
進
計
画
」

に
お
い
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
推
進
し
て

い
く
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

A

市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
に
お
い
て
30

パ
ー
セ
ン
ト
、
小
中
学
校
に
お
い
て
41
パ

ー
セ
ン
ト
で
実
施
し
て
お
り
、
県
平
均
よ

り
高
い
実
施
率
で
あ
る
。

Q

本
市
に
お
け
る
今
後
の
実
施
方
針
は
。

A

学
校
歯
科
医
の
指
導
の
下
、
様
々
な

要
件
に
配
慮
し
、
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、

導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

五
ご

間
ま

くみ子
こ

事
業
開
始
か
ら
市
民
ニ
ー
ズ
等
考
慮
し
改
定
し
て
き
た

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
設
置
費
補
助
金
の
改
善
を
す
る
考
え
は

Q

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
の
実

現
を
考
え
る
と
、
こ
の
補
助
事
業
は
起
爆

剤
に
な
る
と
思
う
。
予
算
の
増
額
や
申
請

方
法
等
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

A

現
在
、
深
谷
市
環
境
基
本
計
画
の
見

直
し
を
進
め
る
中
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
ふ
か
や
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

施
策
を
検
討
し
て
い
る
。
住
宅
用
省
エ
ネ

設
備
設
置
費
補
助
金
は
、
温
暖
化
対
策
に

お
い
て
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
見

直
し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
目
的
を
実

現
す
る
た
め
の
予
算
額
と
な
る
よ
う
財
政

当
局
と
調
整
し
て
い
く
。

●
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

Q

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
出
生
率
だ
が

低
体
重
児
出
生
率
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

通
常
の
母
子
健
康
手
帳
に
は
低
体
重
児
の

成
長
を
記
録
す
る
項
目
が
な
い
。
寂
し
い

思
い
を
し
て
い
る
家
族
に
寄
り
添
う
と
の

観
点
か
ら
市
と
し
て
対
応
す
べ
き
で
は
。

A

母
子
健
康
手
帳
の
内
容
は
、
全
国
的

に
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
現
時
点

で
は
現
状
の
も
の
を
使
用
し
て
い
く
。
現

在
、
県
か
ら
埼
玉
県
版
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
予
定
の
通
知
を
受
け
て

い
る
。
県
で
作
成
さ
れ
た
際
は
採
り
入
れ

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

●
学
校
給
食
食
材
費
高
騰
へ
の
対
応

はQ

学
校
給
食
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

事
業
に
臨
時
交
付
金
が
活
用
可
能
と
聞
く
。

市
と
し
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A

価
格
高
騰
に
係
る
経
費
部
分
に
つ
い

て
、
臨
時
交
付
金
活
用
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
し
て
い
く
。

映像は
こちらから

Q

明
戸
駅
に
は
開
業
時
か
ら
ト
イ
レ
が

無
い
た
め
、
乗
降
客
が
不
便
さ
を
感
じ
て

い
る
。

A

明
戸
駅
は
、
令
和
４
年
３
月
に
導
入

さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
の
導
入
に
伴

い
、
駅
職
員
が
常
駐
し
な
い
「
巡
回
サ
ポ

ー
ト
駅
」
と
な
っ
た
。
駅
に
は
、
利
用
者

が
常
時
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
は
開
業
時
か

ら
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
令
和
４
年
３
月

ま
で
利
用
者
は
、
駅
職
員
在
席
時
に
限
り
、

駅
舎
管
理
室
内
に
あ
っ
た
ト
イ
レ
を
使
用

で
き
て
い
た
。
現
在
は
、
駅
舎
管
理
室
は

閉
鎖
さ
れ
、
ト
イ
レ
は
一
切
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
は
駅
利
用
者
に

限
定
さ
れ
た
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄

道
事
業
者
に
対
し
、
強
く
設
置
を
要
望
し

て
い
く
。

●
深
谷
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

Q

農
業
支
援
の
対
象
を
認
定
農
業
等
に

限
定
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A

市
の
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
で
、
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
て
い
る

認
定
農
業
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
る
た
め
、
重
点
的
な
支
援
措
置
を
実
施

し
て
い
る
。

Q

市
の
農
業
振
興
の
た
め
、
新
た
に
農

業
を
志
す
方
が
着
実
に
就
農
し
、
継
続
で

き
る
よ
う
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
が
実
施
し
て
い
る
取
組
は
。

A

就
農
希
望
者
や
新
規
就
農
者
が
活
用

で
き
る
国
県
補
助
制
度
を
対
象
者
が
活
用

で
き
る
よ
う
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
新

規
就
農
希
望
者
の
研
修
を
実
施
す
る
明
日

の
農
業
担
い
手
育
成
塾
の
支
援
に
努
め
る
。

鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
強
く
設
置
を
要
望
し
て
い
く

明
戸
駅
に
ト
イ
レ
の
整
備
を
望
む

Q　

市
民
大
学
の
講
座
に
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

A

１
年
間
に
わ
た
っ
て
20
回
の
講
座
を

実
施
し
、
郷
土
学
、
健
康
・
医
療
等
５
つ

の
分
野
で
構
成
し
て
い
る
。

Q　

ど
の
よ
う
に
広
報
し
て
い
る
の
か
。

A

広
報
ふ
か
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
し
、
ま
た
、
市
内
公
共
施
設
や
Ｐ
Ｒ

協
力
企
業
に
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

等
依
頼
し
、
幅
広
く
広
報
し
て
い
る
。

Q　

退
職
間
近
の
方
々
へ
の
広
報
も
効
果

的
で
は
な
い
か
。

A

受
講
生
の
約
９
割
は
60
歳
以
上
の
方

で
あ
り
、
退
職
間
近
の
方
へ
の
広
報
活
動

も
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
深
谷
商

工
会
議
所
等
と
連
携
し
て
市
内
企
業
に
広

く
周
知
し
て
い
く
。

Q

ふ
か
や
市
民
大
学
校
友
会
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
は
。

A

協
働
事
業
と
し
て
深
堀
講
座
や
生
き

活
き
フ
ェ
ス
タ
等
開
催
し
て
い
る
。

Q

校
友
会
の
運
営
面
で
何
ら
か
の
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
な
い
か
。

A

経
済
的
な
支
援
は
難
し
い
が
、
協
働

事
業
等
で
、
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
を
目

指
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

Q

校
友
会
の
会
員
は
、
積
極
的
に
行
政

に
協
力
す
る
気
持
ち
が
あ
り
、
行
政
の
課

題
解
決
の
一
助
と
も
な
り
う
る
組
織
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A

い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
い
た
だ
く
な
ど
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
、
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
活
動
を

支
援
し
て
い
く
。

歴
史
的
な
要
素
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
認
識
し
て
い
る

ふ
か
や
市
民
大
学
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か

中
なか

矢
や

寿
ひさ

子
こ

田
た

口
ぐち

英
ひで

夫
お

永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

埼埼玉玉県県ににおおけけるる

フフッッ化化物物洗洗口口のの実実務務ママニニュュアアルル

年年 月月版版

市民大学の受講風景

明戸駅
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Q

再
任
用
の
公
民
館
長（
部
長
級
の
職

員
が
退
職
後
に
再
雇
用
）は
現
在
７
人
い

る
が
、
今
年
の
４
月
に
再
任
用
で
館
長
に

な
っ
た
職
員
は
０
人（
昨
年
５
人
）で
あ
る
。

地
域
で
重
要
な
役
割
を
担
う
公
民
館
長
人

事
が
、
年
度
に
よ
っ
て
極
端
に
違
う
の
は

問
題
だ
。
ま
た
１
年
で
異
動
に
な
る
部
長

も
、
最
近
よ
く
見
ら
れ
る
。
場
当
た
り
的

な
人
事
で
は
な
く
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
人
事
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
行
っ
て
お
り
、

適
材
適
所
で
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
。

●
観
光
客
の
市
内
回
遊
を
指
定
管
理

者
に
任
せ
て
大
丈
夫
か

Q

深
谷
テ
ラ
ス
の
指
定
管
理
者
、
深
谷

テ
ラ
ス
パ
ー
ク
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

６
月
以
降
ど
の
よ
う
な
事
業
の
展
開
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

A

４
施
設
連
携
会
議
を
４
月
か
ら
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
連
携
の

方
策
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
ま
ず
は

土
台
作
り
を
行
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

Q

産
経
新
聞
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
、「
深

谷
テ
ラ
ス
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
○
○
さ
ん
は
、
近
隣
市
町
村
を
巡
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
き
た
い
と
話
し
て
い

る
。」と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
深
谷

市
が
報
酬
を
払
う
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
客
に
市
内
回
遊
を

促
す
自
主
事
業
を
示
せ
な
い
段
階
で
、
近

隣
市
町
村
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
口
に
す
る

の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

A

発
言
の
一
部
を
切
り
取
ら
れ
た
結
果
、

掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
、
地
元
地
域
の

回
遊
性
の
向
上
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と

確
認
が
取
れ
て
い
る
。

適
材
適
所
で
判
断
し
た
結
果
で
あ
る

再
任
用
の
公
民
館
長
が
今
年
は
ゼ
ロ
だ
が

Q

２
０
５
０
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速

化
す
る
た
め
、
脱
炭
素
先
行
地
域
を
選
定

し
て
い
る
が
、
ま
ず
26
件
が
採
択
さ
れ
、

25
年
度
ま
で
に
年
２
回
先
行
地
域
募
集
を

行
う
予
定
で
あ
る
。「
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」を
優
先
的
に
配
分

し
後
押
し
を
す
る
施
策
で
あ
り
、
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
で
あ
る
。

A

本
市
で
は
令
和
３
年
に
県
内
４
例
目

と
な
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」

宣
言
を
行
い
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
深
谷
市
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。
宣
言
実
現
の
た
め
に
は
重
要

な
事
業
と
捉
え
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
強
化
に
つ

い
て

Q

政
府
は
本
年
度
か
ら
３
年
間
を
集
中

取
組
期
間
と
定
め
本
格
的
に
推
進
す
る
。

市
で
は
実
態
調
査
を
行
い
対
策
を
協
議
・

検
討
し
て
い
る
が
、
相
談
・
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

A

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
取
組
と
し
て
関
係

機
関
・
部
署
と
協
議
を
適
宜
行
い
、
協
力

体
制
を
整
え
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ま
ず

は
学
校
が
実
態
把
握
を
行
い
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
繋
げ
、
必

要
な
支
援
策
を
具
体
的
に
講
じ
る
福
祉
部

門
に
て
支
援
を
す
る
。
現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
も
含
め
て
、
複
合
的
な
問
題

を
抱
え
る
方
の
受
け
皿
と
な
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
型
の「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」設
置
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
協
議
を
進
め

認
知
度
向
上
へ
の
啓
発
に
取
り
組
み
、
効

果
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

重
要
な
事
業
と
捉
え
て
お
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

脱
炭
素
先
行
地
域
指
定
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

Q

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
在
来
種

は
捕
獲
後
、
放
獣
と
の
こ
と
だ
が
、
被
害

状
況
が
酷
い
場
合
は
猟
友
会
へ
委
託
し
処

分
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

A

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
日
本
古
来

の
在
来
種
で
、
動
物
保
護
の
観
点
か
ら
捕

獲
後
、
放
獣
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

農
業
被
害
の
状
況
が
あ
ま
り
に
も
酷
い
場

合
は
駆
除
の
た
め
、
猟
友
会
へ
の
委
託
は

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

実
際
の
被
害
場
所
や
被
害
状
況
を
知
ら
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
対
応
し
て
い
く
。

●
男
性
ト
イ
レ
個
室
へ
の
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

Q

現
在
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A

公
共
施
設
の
主
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト

イ
レ
65
カ
所
は
既
に
設
置
済
み
で
あ
る
こ

と
や
利
用
者
数
、
地
域
性
な
ど
考
慮
し
、

今
回
は
庁
舎
、
及
び
公
民
館
16
施
設
の
１

階
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
42
カ
所
へ
設
置
し

た
。
既
設
置
施
設
と
合
わ
せ
る
と
、
現
在
、

57
施
設
、
１
０
７
カ
所
の
設
置
と
な
る
。

●
市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

Q

千
葉
県
い
す
み
市
等
が
ご
飯
を
全
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
に
転
換
し
、
費
用
負
担

は
市
が
行
っ
て
い
る
。
米
に
限
ら
ず
本
市

も
同
様
の
取
組
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

A

現
在
、
市
内
及
び
県
内
に
お
い
て
は
、

学
校
給
食
に
必
要
な
量
の
有
機
米
及
び
野

菜
を
確
保
出
来
る
見
込
み
は
な
く
、
有
機

米
の
価
格
は
通
常
米
と
比
較
し
て
、
約
２

倍
の
価
格
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
難
し
い

と
判
断
し
て
い
る
が
、
今
後
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て
い
く
。

国
庫
補
助
事
業
の
活
用
を
含
め
、
研
究
し
て
い
く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
鳥
獣
害
対
策
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

Q

仙
元
山
公
園
陸
上
競
技
場
を
改
修
し

た
場
合
、
ど
の
程
度
の
費
用
に
な
る
の
か
。

A

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
を
所
有
し
て

い
る
東
松
山
市
へ
確
認
し
、
東
松
山
市
の

建
設
費
を
基
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
解
体

費
や
設
計
費
等
を
含
め
て
10
億
円
近
い
予

算
が
必
要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

Q

市
の
財
政
負
担
軽
減
を
図
る
方
法
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
。

A

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
制
度
を
並
行
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
国
土
交

通
省
の
交
付
金
で
は
２
分
の
１
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
で
は
３
分
の
２
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
制
度
の
予

算
状
況
に
よ
り
、
補
助
割
合
以
内
で
の
補

助
と
な
る
。
利
用
可
能
な
補
助
制
度
に
つ

い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

●
高
齢
者
・
一
人
暮
ら
し
の
方
の
防

災
対
策
に
つ
い
て

Q

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
防

災
ラ
ジ
オ
を
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方

へ
貸
与
す
る
考
え
は
。

A

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
受
信
で

き
な
い
地
域
が
あ
る
な
ど
、
大
き
な
課
題

も
あ
る
が
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
効
果
な

ど
研
究
を
行
う
。

Q

災
害
時
に
、
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
・
メ
デ
ィ
ア
に
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能

を
設
置
す
る
考
え
は
。

A

現
時
点
で
は
設
置
す
る
考
え
は
な
い

が
、
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
も
、
災

害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

協
議
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

大
規
模
改
修
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
主
管
課
と
も
協
議
を
進
め
る

仙
元
山
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修
の
考
え
は

福
ふく

島
しま

秀
ひで

樹
き

角
つの

田
だ

義
よし

徳
のり

三
み

田
た

部
べ

恒
つね

明
あき

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ

浩

ヤングケアラーの相談・見守り体制づくり FM ふっかちゃん

鳥獣被害を受けたトウモロコシ
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Q

国
の
重
要
政
策
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
、
背
景
と
目
的
は
。

A

政
策
背
景
は
地
方
と
大
都
市
圏
と
の

経
済
的
・
社
会
的
格
差
の
深
刻
化
で
あ
る
。

目
的
は
、
そ
の
格
差
を
縮
め
、
都
市
の
活

力
と
地
方
の
ゆ
と
り
の
両
方
を
享
受
で
き

る
国
の
実
現
を
目
指
し
、
地
方
創
生
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

Q

こ
の
構
想
の
取
組
の
効
果
は
。

A

国
家
戦
略
の
地
方
創
生「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
改
定
を

図
り
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
す
る
こ
と
で
地
方

創
生
の
取
組
の
最
適
解
を
導
い
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Q

数
多
あ
る
政
策
・
施
策
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
実
装
に
よ
る
効
果
の
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
体
系
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
市
の「
司
令
塔
」が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

A

本
構
想
に
基
づ
く
戦
略
の
推
進
に
つ

い
て
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
自
治
体

を
所
掌
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
、
及
び

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

所
掌
し
て
い
る
企
画
課
が
中
心
と
な
り
全

組
織
を
挙
げ
、
本
市
の
戦
略
を
検
討
し
て

い
く
。

Q

大
学
を
含
む
民
間
の
活
力
も
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
活
力
を
持
ち

込
め
る「
窓
口
」に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る

か
。

A

戦
略
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
分
野

に
お
い
て
、
そ
の
分
野
の
民
間
企
業
と
共

に
取
り
組
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
取
組
を
検
討
す
る
中

で
研
究
し
て
い
く
。

昨
年
度
に「
深
谷
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
」を
策
定
し
た

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
は

Q

市
内
で
活
動
す
る
障
害
者
が
所
属
す

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
競
技
者
数
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。

A

市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団

体
を
統
括
す
る
深
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

よ
う
な
団
体
が
存
在
し
な
い
た
め
、
把
握

が
で
き
な
い
。
な
お
、
埼
玉
県
に
は
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
を
統
括
す
る
協
会
が
あ
る
の

で
、
深
谷
市
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体

や
競
技
者
数
の
把
握
に
つ
い
て
確
認
し
た

が
把
握
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
協
会
に
加

盟
す
る
団
体
に
も
市
内
の
方
の
所
属
を
確

認
し
た
が
把
握
は
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

Q

障
害
者
の
活
動
に
支
援
は
あ
る
か
。

A

市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
養
成
し
、
市

内
障
害
者
施
設
な
ど
へ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の

派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
市
主
催
の
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
福
祉
健
康
ま
つ
り

で
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
の
代
表
と
し
て
大
規
模
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
出
場
者
の
旅
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
大
会
の
派
遣
費
補
助
金

と
し
て
、
個
人
は
交
通
費
相
当
額
の
２
分

の
１
、
上
限
額
５
千
円
、
団
体
に
は
同
様

に
上
限
額
５
万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

Q

小
久
保
寛
太
選
手
が
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
４
位
入
賞
で
記
録

し
た
走
り
幅
跳
び
日
本
新
記
録
７
・
01
メ

ー
ト
ル
が
わ
か
る
も
の
を
市
内
小
中
学
校

に
表
示
で
き
な
い
か
。

A

記
録
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
同
じ
長

さ
の
展
示
物
を
作
成
し
、
記
録
の
解
説
も

添
え
、
小
中
学
校
で
児
童
生
徒
の
目
に
留

ま
る
場
所
に
設
置
期
間
を
区
切
り
、
巡
回

展
示
す
る
方
法
を
考
え
て
い
る
。

社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
取
組
を
行
う

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

Q

３
月
議
会
で
区
域
外
駐
車
場
の
場
所

等
を
質
問
し
た
際
の
答
弁
は
、
区
域
外
駐

車
場
の
場
所
を
探
し
て
い
る
旨
は
伺
っ
て

い
る
が
、
場
所
等
は
伺
っ
て
い
な
い
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
区
域
外

駐
車
場
の
工
事
が
始
ま
っ
た
の
で
、
再
度
、

区
域
外
駐
車
場
の
場
所
等
を
伺
う
。

A

三
菱
地
所
サ
イ
モ
ン
㈱
か
ら
伺
っ
て

い
る
範
囲
で
は
、
必
要
な
台
数
確
保
に
向

け
て
交
渉
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Q

区
域
外
駐
車
場
の
中
に
は
、
農
振
除

外
、
農
地
転
用
し
た
場
所
も
あ
る
。
農
振

除
外
申
請
は
令
和
２
年
11
月
26
日
に
提
出

さ
れ
、
本
年
３
月
８
日
に
は
農
振
除
外
が

完
了
し
て
い
る
。
縦
覧
に
も
供
さ
れ
た
公

開
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

前
回
の
一
般
質
問
の
時
、
駐
車
場
の
場
所

等
の
質
問
に
な
ぜ
答
弁
し
な
か
っ
た
の
か
。

A

３
月
議
会
時
は
、
農
地
転
用
許
可
前

で
あ
り
、
守
秘
義
務
に
よ
り
、
農
業
振
興

課
だ
け
で
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

●
生
前
登
録
制
度
に
取
り
組
む
べ
き

Q

単
身
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

生
前
登
録
制
度
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
深
谷
市
で
も
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

A

提
案
を
頂
い
た
横
須
賀
市
の「
終
活

情
報
登
録
伝
達
事
業
」は
、
終
活
情
報
を

市
に
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

の
時
に
登
録
し
た
内
容
を
本
人
が
指
定
し

た
か
た
に
伝
え
る
と
い
う
事
業
で
あ
る
。

本
市
で
も
調
査
検
討
し
た
が
、
運
用
す
る

に
あ
た
り
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
現
在

行
っ
て
い
る「
深
谷
市
マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」を
活
用
し
た
終
活
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

農
業
振
興
課
と
し
て
把
握
し
て
い
た

質
問
時
、
市
は
区
域
外
駐
車
場
の
場
所
を
把
握
し
て
い
た
の
か

Q

市
は
昨
年
の
1
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」宣
言
を
行
っ
た
が
、

他
市
と
比
較
し
て
も
補
助
金
額
が
少
な
い
。

増
額
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

市
で
は
、
県
内
４
例
目
の「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」宣
言
を
行
っ
た
。

現
在
、
深
谷
市
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
宣
言
の
実
現
に
向
け
具

体
的
な
施
策
を
検
討
し
、
宣
言
の
目
的
を

実
現
す
る
予
算
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

●
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
金
の
支

給
を

Q

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
の
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
で
発
症
す
る
皮
膚
病
だ
が
50
歳
代

か
ら
発
症
率
が
高
く
な
る
。
ワ
ク
チ
ン
で

予
防
で
き
る
の
で
、
他
の
自
治
体
で
は
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
を
始
め

て
い
る
が
、
深
谷
市
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

予
防
接
種
法
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
は
任
意
接
種
で
あ
り
、
健
康
被
害
が

生
じ
た
場
合
の
救
済
制
度
も
異
な
る
の
で

現
時
点
で
費
用
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

●
廃
止
さ
れ
た
公
共
施
設
の
利
・
活

用
を

Q

１
市
３
町
の
合
併
に
よ
り
公
共
施
設

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
公
共
施
設
が
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
的
に
解
体
や
利
・

活
用
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

廃
止
さ
れ
た
施
設
は
、
財
産
活
用
検

討
会
議
で
売
却
や
貸
付
な
ど
の
方
針
を
決

定
し
て
い
る
。

●
花
園
消
防
署
は
建
て
替
え
を
す
べ
き

Q

建
て
替
え
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

A

建
て
替
え
の
調
査
研
究
し
て
い
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
見
直
し
を
検
討
す
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
省
エ
ネ
設
備
設
置
費
補
助
金
の
増
額
を

鈴
すず

木
き

三
みつ

男
お

佐
さ

久
く

間
ま

奈
な

々
な

茂
もて

木
ぎ

一
いち

郎
ろう

石
いし

川
かわ

克
かつ

正
まさ

日本新記録

マイナンバーカード普及率
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政務活動費収支報告

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
C
D
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
T
E
L
5
7
3
ー

6
5
6
3
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

Q

Q

A

A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

14

映像は
こちらから

映像は
こちらから

市政への一般質問

Q

関
越
道
で
県
内
活
用
例
は
川
越
的
場

バ
ス
停
だ
け
で
あ
る
。
開
設
費
用
は
。

A

川
越
的
場
バ
ス
停
の
整
備
費
は
、
平

成
17
年
当
時
約
１
，
１
２
９
万
円
で
現
在

は
そ
れ
以
上
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Q

こ
こ
か
ら
は
市
民
の
仕
事
で
あ
る
。

要
望
し
だ
い
で
市
の
呼
び
か
け
は
可
能
か
。

A

関
心
が
あ
っ
て
以
前
も
調
べ
た
が
、

採
算
が
合
わ
な
け
れ
ば
バ
ス
会
社
は
動
か

な
い
と
思
わ
れ
る
。

●
学
校
と
保
護
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

Q

コ
ロ
ナ
禍
で
の
分
断
の
ひ
と
つ
が
マ

ス
ク
着
用
で
あ
る
。
昨
年
度
の
保
護
者
か

ら
の
相
談
状
況
は
。

A

着
用
す
る
場
面
や
熱
中
症
の
リ
ス
ク

に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
国
の
方
針
に
も

と
づ
き
、
指
導
し
て
い
る
。

Q

不
登
校
な
ど
で
学
校
外
の
機
関
に
相

談
し
て
も
、
学
校
と
同
じ
回
答
し
か
得
ら

れ
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
き
く
。
相
談
担

当
の
学
校
勤
務
経
験
者
の
割
合
は
。

A

教
育
研
究
所
の
担
当
者
10
名
中
４
名

が
公
認
心
理
師
、
特
別
支
援
教
育
士
な
ど

の
有
資
格
者
で
、
６
名
が
特
別
支
援
学
級

担
任
な
ど
の
教
職
経
験
者
で
あ
る
。
中
学

校
の
教
育
相
談
員
は
教
職
経
験
者
が
７
名

お
り
、
こ
の
ほ
か
県
派
遣
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
も
相
談
業
務
を
行
う
。

Q

学
制
か
ら
１
５
０
年
経
過
し
た
。
人

口
減
と
多
様
化
の
社
会
で
、
個
性
化
と
協

働
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

多
様
化
で
与
え
ら
れ
た
解
答
が
な
く
、

災
害
が
相
次
ぐ
現
代
で
は
、
全
て
学
校
で

や
る
自
前
型
か
ら
様
々
な
人
々
の
知
見
を

取
り
入
れ
る
助
っ
人
型
へ
と
変
化
し
た
い
。

立
地
に
課
題
が
あ
り
活
用
は
考
え
て
い
な
い

花
園
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停
を
開
設
・
活
用
で
き
な
い
か

Q

「
産
後
パ
パ
育
休
」は
、
出
産
や
育
児

等
に
よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
、
男
女

共
に
仕
事
と
育
児
等
の
両
立
が
出
来
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
少
子
化

対
策
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
こ
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た

い
。

A

国
に
お
い
て
も
、
男
性
の
育
児
休
業

の
取
得
を
推
し
進
め
て
お
り
、
国
や
県
は

本
制
度
の
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ

し
た
り
説
明
会
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
育
児
休
業
の
取
得
率
の
高

い
企
業
は
報
道
等
で
も
度
々
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
従
業
員

の
励
み
、
他
企
業
の
本
制
度
の
利
用
促
進

に
も
繋
が
る
。
本
市
と
し
て
は
、
今
後
も

国
や
県
と
連
携
し
、
他
市
の
先
進
的
な
事

例
を
調
査
研
究
し
て
、
市
内
業
者
に
対
し

て
、
制
度
普
及
・
啓
発
に
努
力
し
て
い
く
。

●
公
共
の
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

Q

公
共
の
ト
イ
レ
は
災
害
、
共
生
社
会
、

観
光
等
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
が
今
後

よ
り
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A

市
が
所
有
、
管
理
す
る
ト
イ
レ
は
現

在
、
２
０
６
施
設
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、

環
境
整
備
を
進
め
る
際
に
は
国
の
法
律
や

法
令
、
県
の
条
例
を
踏
ま
え
て
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
ト
イ
レ
を
建
設
す
る
際
は
、
各

施
設
の
目
的
に
沿
っ
て
、
幅
広
い
利
用
者

に
ご
利
用
頂
け
る
ト
イ
レ
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

他
市
の
先
進
的
な
事
例
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る

「
産
後
パ
パ
育
休
」制
度
を
強
力
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

県北を中心に交通を考える市民活動団体が
気づいて提案した

産後パパ育休が「家庭共育」のキッカケとなる

　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な
経費の一部として、交付されるものです。
　市政に関する調査研究、その他議会活動を共同して行うことを目的として、議長
に結成を届け出た会派（所属議員が1人の場合を含む）に対して交付されます。
　支給額は、議員1人あたり、年額300,000円（月額25,000円）です。

支出項目の内容

令和３年度 政務活動費収支報告令和３年度 政務活動費収支報告
政務
活動費
とは

会派名 深谷同志会
（11 人）

深政クラブ
（3 人→ 2 人 )

※ 1
深和会

（3 人）
公明党

（3 人）
日本共産党
（2 人） 加藤　利江 村川　徳浩 小林　真 ※ 2

交付額（A） 3,300,000 800,000 900,000 900,000 600,000 300,000 300,000 50,000 

支出額（B） 49,222 0 448,563 309,197 600,000 0 300,000 50,000

支
出
内
訳

調査研究費等 12,255 

研修費

広報費 594,940 300,000 
50,000

広聴費

資料作成費

資料購入費 49,222 234,520 25,450 5,060 

事務費 201,788 283,747 

差引額（ A-B ）
（市への返還額） 3,250,778 800,000 451,437 590,803 0 300,000 0 0

項　目 内　容 主な例

調査研究費等 会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費や調
査研究その他の活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要する経費です。

資料印刷費、調査委託費、文書通信費、交通費、
旅費、宿泊費、車借上料、ガソリン代等

研修費 会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する
経費です。 講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、参加費等

広報費 会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費です。 広報紙・報告書等印刷費、会場費等

広聴費 会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取（アンケート）、
住民相談等の活動に要する経費です。 資料印刷費、会場費、文書通信費、交通費等

資料作成費 会派が行う活動に必要な資料作成に要する経費です。 印刷製本費、翻訳料、事務機器購入費、リース
料、コピー代等

資料購入費 会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費です。 書籍購入費等

事務費 会派が行う活動に係る必要な備品、文具、消耗品等購入、通信等に要する経費です。 備品購入費、文具代、事務機器購入費、コピー代
等

※ 1 深政クラブの所属議員 1 人が 11 月に辞職しました。政務活動費は、辞職月までの交付のため、交付額は 25,000 円× 3 人× 8 か月＋ 25,000 円× 2 人×
4 か月です。

※ 2 小林議員は、令和 4 年 1 月 24 日就任のため、政務活動費の交付額は、2・3 月の 2 か月分です。

深谷市議会　政務活動費
詳細は深谷市ホームページをご覧ください。

単位（円）

今
いま

井
い

慶
けい

一
いち

郎
ろう

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと



日 月 火 水 木 金 土
９／ 1 2 3

（開会）議案説明
決算特別委員会 議案説明

4 5 6 7 8 9 10

議案質疑 議案質疑 産業建設
委員会 総務委員会

11 12 13 14 15 16 17
福祉文教
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

18 19 20 21 22 23 24

一般質問 一般質問 一般質問

25 26 27 28 29 30
採決

（閉会）

　令和４年第２回定例会で議長に小嶋隆議員が、副議長に湯本哲昭議
員が就任したことに伴い、編集委員会も新体制となり、気持ちも新た
に編集事務を行って参りたいと思います。
　また、６月２日に降った雹で深谷市の農家に大きな被害をもたらし
ました。特に岡部地区のトウモロコシを始めとする農作物の被害は甚
大であります。被害にあわれた農家の皆様にお見舞申し上げます。
　これからも議会だよりが関心をもって読んでいただけるよう編集に
努め、より読みやすい紙面作りに取り組んでまいります。武井　伸一

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com

9月定例会のお知らせ
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編 集 後 記

深谷市立幼稚園再編計画について

　深谷市立幼稚園再編方針に基づき、市立幼稚園の廃止及び新設を行います。
　廃止する市立幼稚園は、今後の就園児数の減少を考慮し、深谷幼稚園、深谷西幼稚園、藤沢幼
稚園及び花園幼稚園とし、新設する幼稚園は、１学年２学級（全６学級）の規模とし、深谷地区に
設置します。

新設する幼稚園は、令和８年４月１日の開設を目指します。

１　廃止及び新設

２　建設スケジュール

［副委員長］
今井慶一郎
清水　健一

［ 委 員 長 ］
［ 委 員 ］

鈴木　三男
佐久間奈々
武井　伸一

⻆田　義徳
福島　秀樹
中矢　寿子

［編集責任者］ 議長　小嶋　隆

　3年振りの開催となった深谷七夕まつり
は、江戸時代の宿場町の頃に行われてい
た、星まつりに端を発したといわれ、深谷
市の一大祭行事として、県外からの観光客
もたくさん訪れます。
　期間中は、旧中山道を歩行者天国にし
て、色とりどりのくす玉飾りや竹笹、創作飾
りが飾られます。

深谷七夕まつり

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

建設基本計画

設計業務

建設工事

新幼稚園開園

令和４年（８園）

桜ケ丘幼稚園
上柴西幼稚園
深谷東幼稚園
おかべ幼稚園

深谷幼稚園
深谷西幼稚園
藤沢幼稚園
花園幼稚園

令和８年（５園）

桜ケ丘幼稚園
上柴西幼稚園
深谷東幼稚園
おかべ幼稚園

新設幼稚園

9月定例会のお知らせ


